
考
証
・
明
和
三
年
『
武
田
信
玄
・
長
尾
謙
信
／
本
朝
廿
四
孝
』
京
都
興
行

（1）

は
じ
め
に

　
『
武
田
信
玄

長
尾
謙
信

本
朝
廿
四
孝
』（
以
下
『
本
朝
廿
四
孝
』）
は
、「
甲
陽
軍
鑑
」（
武
田
信
玄
の
戦
歴
・

生
涯
を
描
く
軍
記
）
の
世
界
を
時
代
設
定
と
し
て
、
軍
師
山
本
勘
助
の
活
躍
に
よ
り
、
室
町

将
軍
・
足
利
義
晴
の
射
殺
事
件
に
始
ま
る
混
乱
を
、
戦
争
を
回
避
し
つ
つ
、
平
和
裡
に
解

決
、
狙
撃
犯
検
挙
・
幕
府
の
威
信
回
復
へ
至
る
と
い
う
時
代
物
の
作
品
で
あ
る
。
作
者
は

近
松
半
二
。
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
正
月
十
四
日
初
日
、
大
坂
道
頓
堀
の
筑
後
芝
居
（
い

わ
ゆ
る
竹
本
座
）
で
、
人
形
浄
瑠
璃
と
し
て
初
演
さ
れ
た
。

　

以
後
再
演
を
重
ね
、
こ
ん
に
ち
の
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
に
お
い
て
な
お
通
し
（
全
段
上
演
）

の
可
能
な
数
少
な
い
作
品
の
ひ
と
つ
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
。
ま
た
歌
舞
伎
で
近
代
に
至

り
、
四
段
目
ノ
切
「
十
種
香
」
の
一
幕
が
女
形
の
最
高
の
演
し
物
と
み
な
さ
れ
る
な
ど
、

人
形
浄
瑠
璃
文
楽
ば
か
り
か
歌
舞
伎
に
も
現
行
演
目
と
し
て
生
き
て
い
る
。

　

い
ま
な
お
著
名
な
作
品
で
あ
る
が
、
で
は
研
究
が
十
分
で
あ
る
か
は
疑
問
で
、
辻
褄
の

合
わ
な
い
難
解
な
物
語
と
解
説
す
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
筆
者
は

「『
本
朝
廿
四
孝
』
第
三
ノ
切
「
勘
助
住
家
の
段１
」」
に
お
い
て
、
む
し
ろ
平
明
な
、
理
路

整
然
と
し
た
劇
で
あ
る
と
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
作
品
研
究
。

　

本
稿
で
は
、
旧
稿
で
触
れ
な
か
っ
た
資
料
二
種
に
つ
い
て
新
た
に
検
討
を
加
え
た
い
。

　

結
論
か
ら
い
え
ば
、
初
演
の
年
、
お
そ
ら
く
は
初
演
興
行
か
ら
遠
か
ら
ぬ
時
期
に
、
再

演
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
っ
た
。
場
所
は
、
初
演
地
大
坂
で
な
く
、
京
都
と
推
定
す
る
。

　

ま
た
従
来
知
ら
れ
て
い
た
絵
尽
（
こ
ん
に
ち
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
筋
書
に
相
当
）
は
、
初
演

興
行
時
の
出
板
で
な
く
、
右
の
新
出
京
都
興
行
で
の
出
板
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
初
演
興

行
時
出
板
と
み
な
す
べ
き
本
は
別
に
あ
り
、
二
板
は
内
容
を
異
に
す
る
。
絵
尽
二
板
の
相

違
か
ら
、
初
演
興
行
の
知
ら
れ
ざ
る
姿
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
す

な
わ
ち
初
演
興
行
は
「
五
段
続
」
を
謳
い
な
が
ら
五
段
目
を
出
さ
ず
、
四
段
目
ま
で
で
終

演
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

明
和
期
竹
本
座
の
初
演
作
品
に
は
、
初
演
興
行
時
に
実
際
は
五
段
目
の
上
演
は
な
く
、

通
し
本
（
七
行
本
）
出
板
時
に
漸
く
五
段
目
の
本
文
が
加
え
ら
れ
た
ら
し
い
点
は
、
か
つ

て
推
定
、
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
推
定
に
新
た
に
傍
証
を
得
た
の
で
あ
る
。

　

関
係
資
料
を
写
真
と
し
て
紹
介
し
な
が
ら
、
標
題
の
明
和
三
年
京
都
興
行
の
存
在
の
証

明
と
、
絵
尽
二
板
の
刊
行
時
期
に
関
し
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

な
お
冒
頭
に
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
早
稲
田
大
学
中
央

図
書
館
へ
、
所
蔵
資
料
の
写
真
掲
載
を
御
許
可
い
た
だ
き
ま
し
た
旨
を
記
し
て
、
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

一
、
包
紙
二
板

　
『
本
朝
廿
四
孝
』
の
浄
瑠
璃
本
に
は
、
大
字
本
に
七
行
本
、
中
字
本
に
十
行
本
、
の
各

一
板
ず
つ
が
残
る
。
上
方
（
大
坂
・
京
都
）
初
演
作
品
の
、
享
保
十
二
年
以
降
の
出
板
慣
習

の
通
り
、
一
作
品
に
同
時
に
複
数
板
が
行
わ
れ
る
と
い
う
、
日
本
近
世
文
学
の
他
の
ジ
ャ

ン
ル
に
は
み
ら
れ
な
い
、
浄
瑠
璃
本
独
特
の
慣
習
で
あ
る
。

　

七
行
本
は
百
四
十
七
点
、
十
行
本
は
二
十
二
点
を
数
え
る２
。
七
行
本
・
十
行
本
と
も
に
、

外
題
・
内
題
を
「
武
田
信
玄
・
長
尾
謙
信
／
本
朝
廿
四
孝
」
と
記
す
。

　

近
世
期
の
板
本
は
新
本
と
し
て
売
ら
れ
る
時
、「
包
つ
つ
み

紙が
み

」
あ
る
い
は
「
袋

ふ
く
ろ
」
と
呼
ば
れ

考
証
・
明
和
三
年
『
武
田
信
玄

長
尾
謙
信

本
朝
廿
四
孝
』
京
都
興
行

│
│ 

浄
瑠
璃
本
の
包
紙
、
絵
尽
な
ど
人
形
浄
瑠
璃
関
係
の
資
料
学
の
試
み 

│
│

神　

津　

武　

男
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
3
号

（2）

る
紙
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
半
紙
一
枚
の
中
央
に
、
書
名
や
板
元
名
を
記
し
て
い
る
の
が
通

常
で
あ
る
。
浄
瑠
璃
本
の
多
く
は
内
題
・
外
題
（
題
簽
）
に
振
り
仮
名
を
持
た
な
い
の
で
、

作
品
名
の
読
み
を
確
定
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
番
付
や
絵
尽
（
の
振
り
仮
名
）
に
基
づ
く
場

合
が
多
い
が
、「
書
名
」
を
確
定
す
る
の
に
当
該
書
物
の
本
来
的
な
付
属
品
に
拠
る
の
が

順
当
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。
別
の
資
料
（
番
付
や
絵
尽
）
に
依
拠
す
る
の
は
、
二
次
的
な
段

階
・
作
業
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
「
包
紙
」
は
開
封
（
こ
れ
を
「
封
切
り
」
と
い
う
）
さ
れ
る
際
に
破
棄
さ
れ
た
も

の
か
、
稀
に
し
か
残
ら
な
い
。
通
し
本
六
百
三
十
作
品
二
万
三
千
点
余
に
対
し
て
、
二
百

三
作
品
三
百
九
十
七
点
が
残
る
。
作
品
数
比
較
で
、
三
十
二
％
。
残
存
点
数
比
較
で
、
二
％

未
満
で
あ
る
。
ま
た
筆
者
は
中
字
本
の
包
紙
の
残
存
す
る
を
聞
か
な
い
。
極
め
て
稀
少
な

資
料
な
の
で
あ
る
。

　
『
本
朝
廿
四
孝
』
七
行
本
の
場
合
、
幸
い
に
も
現
物
五
点
が
残
存
し
て
い
る
。
下
に
写

真
と
し
て
示
す
。

　
【
写
真
1
】
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
本
の
そ
れ
に
は
、
中
段
に
「
太
夫
竹
本
筑
後
掾　

竹
本
島
太
夫
」「
座
本
竹
田
因
幡
掾
」。
下
段
に
「
竹
本
鐘
太
夫
」
以
下
十
一
名
の
連
名
が

あ
る
。
板
元
は
当
該
本
を
初
板
し
た
吉
川
宗
兵
衛
。
ほ
か
に
栃
木
県
立
文
書
館
・
広
島
大

学
中
央
図
書
館
各
本
は
、
板
元
名
を
「
大
坂
舩
町
天
満
屋
玉
水
源
次
郎
新
板
」
と
埋
木
し

て
改
め
た
も
の
。

　
【
写
真
2
】
東
京
文
化
財
研
究
所
本
は
、
中
段
に
「
太
夫
竹
本
義
太
夫　

竹
本
大
和
」「
竹

田
出
雲
」。下
段
に
「
竹
本
春
太
夫
」
以
下
十
一
名
の
連
名
が
あ
る
。ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ガ
ー

ス
ト
ル
氏
に
同
板
の
一
枚
。
板
元
「
大
坂
舩
町　

加
島
屋
清
助
板
」
は
埋
木
と
み
え
る
。

　

振
り
仮
名
を
【
写
真
1
】「
た
け
だ
」、【
写
真
2
】「
た
け
た
」
と
す
る
点
が
異
な
る
が
、

濁
点
の
脱
落
と
理
解
す
る
。
作
品
名
の
読
み
は
「
た
け
だ
し
ん
げ
ん　

な
が
お
け
ん
し
ん　

ほ
ん
ち
ょ
う
に
じ
ゅ
う
し
こ
う
」
と
定
ま
る
。

　

注
目
す
る
べ
き
は
、
座
組
の
相
違
で
あ
る
。

　

従
来
知
ら
れ
て
い
る
初
演
興
行
の
番
付
に
は
、
紋
下
に
「
太
夫
竹
本
筑
後
掾
・
座
本
竹

田
因
幡
掾
」
と
あ
っ
て
、
出
演
者
（
太
夫
）
も
竹
本
島
太
夫
（
三
ノ
切
）、
竹
本
鐘
太
夫
（
四

ノ
切
）、
竹
本
染
太
夫
（
二
ノ
切
）
以
下
、【
写
真
1
】
の
十
一
人
で
編
成
さ
れ
て
い
る
。【
写

真
1
】
の
作
成
時
期
は
初
演
興
行
時
、
す
な
わ
ち
初
演
興
行
中
に
初
板
さ
れ
た
本
の
包
紙

【
写
真
1
】
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
（へ

07-1031

）

【
写
真
2
】
東
京
文
化
財
研
究
所
（芸

243-1125

）
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考
証
・
明
和
三
年
『
武
田
信
玄
・
長
尾
謙
信
／
本
朝
廿
四
孝
』
京
都
興
行

（3）

は
こ
れ
で
あ
る
。

　

し
か
る
に
【
写
真
2
】
の
、「
太
夫
竹
本
義
太
夫　

竹
本
大
和
」「
竹
田
出
雲
」
を
紋
下

に
据
え
、
竹
本
春
太
夫
以
下
の
座
組
で
す
る
興
行
（
お
よ
び
そ
の
番
付
の
存
在
）
は
現
在
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。
興
行
の
存
在
は
原
則
的
に
は
、
番
付
に
拠
っ
て
立
証
す
る
が
、
人
形

浄
瑠
璃
の
場
合
、
番
付
の
残
存
率
が
同
時
期
の
歌
舞
伎
ほ
ど
に
は
高
く
な
く
、
浄
瑠
璃
本

の
存
在
自
体
に
拠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
例
も
少
な
く
な
い
│
│
た
と
え
ば
元
禄
十
六
年

『
曾
根
崎
心
中
』
の
初
演
番
付
は
残
っ
て
い
な
い
│
│
。

　

こ
の
場
合
、
浄
瑠
璃
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
本
を
覆
っ
て
い
た
「
包
紙
」
の
存
在

に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
【
写
真
2
】
を
第
一
の
根
拠
と
し
て
、【
写
真
2
】
の
座
組
に
よ

る
再
演
興
行
を
、
新
た
に
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　

で
は
【
写
真
2
】
の
座
組
に
よ
る
再
演
興
行
の
、
上
演
年
次
は
い
つ
か
。
明
和
三
年
三

月
頃
、
と
推
定
す
る
。

　

明
和
三
年
竹
本
座
劇
団
で
は
、
前
年
に
没
し
た
二
代
目
竹
本
政
太
夫
の
襲
名
（
名
跡
相

続
）
を
巡
っ
て
確
執
が
生
じ
た
。
連
名
右
か
ら
六
人
目
「
竹
本
土
佐
太
夫
」
は
当
事
者
の

ひ
と
り
。
弟
弟
子
・
中
太
夫
が
三
代
目
と
し
て
襲
名
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
土
佐
太
夫
は

明
和
三
年
十
二
月
『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』
京
都
興
行
で
、「
房
太
夫
」
へ
改
名
す
る
。【
写

真
2
】
の
座
組
の
最
下
限
は
、
十
二
月
の
房
太
夫
改
名
時
で
あ
る
。

　
【
写
真
2
】
の
座
組
に
一
致
す
る
興
行
（
と
そ
の
番
付
の
所
在
）
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て

い
な
い
が
、
明
和
三
年
二
月
刊
の
浄
瑠
璃
評
判
記
『
評
判
三
国
志
』
に
掲
げ
ら
れ
た
、「
京

都
」
の
一
座
太
夫
十
一
名
と
、
全
員
が
一
致
す
る
。【
写
真
2
】
の
座
組
は
、
明
和
三
年

二
月
こ
ろ
、
京
都
で
活
動
し
た
一
座
と
断
定
し
て
よ
か
ろ
う
。

　

上
演
年
次
の
最
上
限
は
、
大
坂
で
の
初
演
興
行
以
後
、
と
な
る
。
な
お
当
該
時
期
の
竹

本
座
で
は
同
一
の
作
品
を
、
ま
ず
大
坂
で
初
演
し
、
遅
れ
て
京
都
で
再
演
す
る
こ
と
を
行

な
っ
て
い
て
、
前
出
の
『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』
の
場
合
、
十
月
に
大
坂
で
初
演
、
十
二
月

で
京
都
で
再
演
さ
れ
て
い
た
。
同
様
の
時
間
差
（
二
ヶ
月
後
）
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
新

出
の
京
都
再
演
興
行
は
、
明
和
三
年
三
月
こ
ろ
か
と
推
定
す
る
。

　

以
上
、
包
紙
二
板
の
存
在
か
ら
、
明
和
三
年
の
正
月
大
坂
初
演
興
行
の
ほ
か
、
三
月
頃

（
推
定
）
京
都
興
行
の
存
在
を
考
証
す
る
。
二
つ
の
興
行
を
想
定
し
た
上
で
、
従
来
知
ら
れ

て
い
た
絵
尽
二
板
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
興
行
に
対
応
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

を
次
節
に
述
べ
る
。

二
、
絵
尽
二
板

　

絵
尽
に
つ
い
て
は
、
浦
部
幹
資
氏
「
浄
瑠
璃
絵
尽
所
在
目
録３
」
が
最
大
の
研
究
成
果
で

あ
る
。
浦
部
氏
は
、
明
和
三
年
『
本
朝
廿
四
孝
』
に
つ
い
て
、
板
心
に
「
本
」
と
記
す
板

と
、「
廿
四
孝
」
と
記
す
板
と
の
、
二
板
が
存
在
す
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
⑻
頁
以

下
に
、
上
階
に
「
廿
四
孝
」
板
、
下
階
に
「
本
」
板
に
、
図
版
と
し
て
掲
載
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
日
本
名
著
全
集
『
浄
瑠
璃
名
作
集　

下
』
に
図
版
で
紹
介
さ
れ
て
、
ひ
ろ
く

知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
下
階
「
本
」
板
で
あ
る
が
、
筆
者
は
そ
の
作
成
時
期
を
、
前
節
に

述
べ
る
京
都
再
演
興
行
時
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
従
来
未
紹
介
の
、
上
階
「
廿
四
孝
」

板
の
作
成
時
期
を
こ
そ
、
大
坂
初
演
興
行
時
と
推
定
す
る
。

　
『
本
朝
廿
四
孝
』
の
大
坂
初
演
興
行
で
は
、
四
段
目
ノ
切
の
大
詰
「
道
三
最
期
」
の
場

面
で
の
、
大
道
具
の
「
せ
り
上
げ
」
の
趣
向
を
売
り
物
と
し
た
ら
し
い
。

　

随
筆
『
明
和
雑
記
』
の
伝
え
る
次
の
逸
話
を
、『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』
は
『
本
朝

廿
四
孝
』
初
演
興
行
へ
の
言
及
と
推
定
し
た
。
以
下
に
引
用
す
る
（
句
読
点
を
わ
た
く
し
に

補
っ
た
）。

当
春
筑
後
芝
居
に
古
今
の
大
道
具
立
を
い
た
し
け
る
。
其
お
も
む
き
は
、
見
物
の
場

を
舞
台
の
前
よ
り
六
間
目
迄
、
見
物
を
置
な
が
ら
場
の
真
中
を
左
右
へ
引
わ
け
、
舞

台
も
楽
屋
の
方
へ
引
こ
み
、
よ
つ
て
撞
木
な
り
に
壱
間
余
明
た
る
所
へ
、
東
西
の
方

へ
は
見
事
な
る
御
殿
を
せ
り
上
、
南
北
へ
は
楼
下
を
せ
り
上
る
。
少
し
も
音
せ
ず
、

楽
屋
に
て
万
力
を
以
て
あ
や
つ
り
し
也

　

大
坂
道
頓
堀
の
劇
場
（
岡
側
）
は
、
北
に
入
り
口
・
客
席
を
設
け
、
舞
台
を
南
側
に
設

置
す
る
。
そ
の
客
席
の
舞
台
寄
り
「
六
間
目
」
約
十
一
メ
ー
ト
ル
の
中
央
部
分
を
、
観
客

を
乗
せ
た
ま
ま
「
左
右
」（
東
西
）
に
移
動
さ
せ
、
同
時
に
舞
台
上
の
大
道
具
も
楽
屋
の
方

へ
、
舞
台
の
奥
側
に
後
退
さ
せ
る
と
、「
壱
間
余
」
約
二
メ
ー
ト
ル
幅
の
「
撞
木
な
り
」

Ｔ
字
状
の
空
間
が
出
来
る
。
そ
こ
へ
、「
東
西
の
方
」（
舞
台
部
分
）
に
は
「
見
事
な
る
御
殿
」、

「
南
北
」（
客
席
中
央
部
分
）
に
は
「
楼
下
」
を
せ
り
上
げ
た
、
と
い
う
。

　
「
廿
四
孝
」
板
の
該
当
箇
所
【
写
真
14
】
の
左
頁
を
み
る
と
、
Ｔ
字
状
の
廊
下
を
描
き
、

頁
の
中
央
部
分
・
女
性
の
生
首
を
持
っ
た
人
物
の
下
あ
た
り
に
、
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此
所
・
場
中
一
め
ん
（
面
）
に
ひ
き
わ
け
・
せ
り
上
ご
て
ん
（
御
殿
）
長
ら
う
か
（
廊
下
）

古
今
の
大
し
ゆ
か
う
（
趣
向
）

と
記
す
。『
明
和
雑
記
』
の
伝
え
る
、「
古
今
の
大
道
具
立
」
の
様
子
に
一
致
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、「
本
」
板
の
【
写
真
15
】
右
頁
上
部
に
は
舞
台
の
そ
れ
と
直
角
に
交
わ

る
欄
間
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
Ｔ
字
状
の
造
形
物
が
あ
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
が
、
左
頁
の
障
子
あ
た
り
に
は

此
所
古
今
大
道
具
大
で
き
〳
〵

と
具
体
性
の
無
い
、
一
般
的
な
褒
め
詞
を
掲
げ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
『
明
和
雑
記
』
の
伝
え
る
よ
う
な
、
客
席
部
分
ま
で
移
動
し
、
そ
こ
で
「
せ
り
上
げ
」

を
行
な
う
と
な
れ
ば
、
通
常
の
舞
台
部
分
ば
か
り
で
な
く
、
客
席
の
地
下
を
も
掘
り
下
げ
、

機
械
を
装
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
劇
場
・
興
行
主
の
仕
込
み
・
経
費
負

担
は
小
さ
く
は
な
か
っ
た
は
ず
で
、
そ
こ
ま
で
時
間
と
手
間
と
お
金
を
か
け
た
仕
事
を
喧

伝
す
る
に
、「
廿
四
孝
」
板
は
素
直
で
あ
り
、「
本
」
板
は
控
え
目
に
過
ぎ
よ
う
。
こ
の
点

か
ら
筆
者
は
、「
廿
四
孝
」
板
を
大
坂
初
演
興
行
時
の
作
成
で
あ
り
、「
本
」
板
は
そ
れ
以

外
│
│
お
そ
ら
く
は
せ
り
上
げ
の
機
構
を
持
た
な
い
、
別
の
劇
場
│
│
で
の
再
演
興
行
時

の
作
成
と
考
え
る
。

　

で
は
「
本
」
板
を
初
演
で
な
く
、
再
演
興
行
時
の
作
成
で
あ
る
と
し
て
、
い
つ
の
機
会

と
推
定
す
る
か
。
大
坂
・
京
都
で
の
初
演
作
品
の
絵
尽
を
刊
行
す
る
板
元
は
、
京
都
の
五

軒
草
紙
屋
（
菊
屋
七
郎
兵
衛
・
正
本
屋
九
兵
衛
・
鶴
屋
喜
右
衛
門
・
八
文
字
屋
八
左
衛
門
・
菱
屋
治
兵

衛
）
で
あ
る
。
絵
尽
を
出
板
す
る
権
利
は
、
通
し
本
（
浄
瑠
璃
本
・
七
行
本
）
を
出
板
す
る

大
坂
の
板
元
か
ら
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
浄
瑠
璃
本
の
利
益
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
カ
ル

テ
ル
・
企
業
連
合
間
で
の
便
宜
供
与
の
一
環
と
意
味
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
拙
稿
「
浄
瑠

璃
本
の
種
類
と
性
格４
」
に
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
廿
四
孝
」
板
は
鶴
屋
の
刊
行
で
あ
る
が
、「
本
」
板
は
未
詳
で
あ
る
（
演
劇
博
物
館
本
の

書
き
入
れ
に
「
八
文
字
屋
板
」
と
）。
鶴
屋
を
除
く
、
残
り
の
四
軒
が
目
の
前
で
行
な
わ
れ
る
、

明
和
三
年
三
月
頃
の
京
都
再
演
興
行
を
看
過
し
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

「
本
」
板
を
、
京
都
再
演
興
行
の
刊
行
と
推
定
す
る
所
以
で
あ
る
。

　

次
に
絵
尽
二
板
の
作
成
・
刊
行
時
期
が
異
な
る
こ
と
、
か
つ
初
演
時
／
再
演
時
と
区
分

し
て
考
え
る
こ
と
の
妥
当
性
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
た
め
絵
尽
二
板
の
描
く
内
容

│
│
物
語
の
段
・
場
面
構
成
が
、
絵
尽
の
ど
の
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
か
│
│
に
つ
い
て
把

握
で
き
る
よ
う
に
、
左
頁
の
表
「
絵
尽
に
お
け
る
『
本
朝
廿
四
孝
』
場
面
配
置
」
を
作
成

し
た
。
同
じ
物
語
を
、
同
じ
丁
数
・
頁
数
（
六
丁
十
八
頁
）
に
描
き
な
が
ら
、
序
切
後
半
以

後
の
配
置
に
異
同
が
あ
る
こ
と
が
一
見
し
て
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

絵
尽
二
板
の
最
大
の
相
違
点
は
最
終
場
面
に
あ
る
。
⒀
頁
に
示
す
よ
う
に
、
上
階
「
廿

四
孝
」
板
は
四
段
目
ノ
切
の
大
詰
「
道
三
最
期
」
ま
で
で
終
わ
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
下

階
「
本
」
板
は
五
段
目
ま
で
を
描
く
。

　

明
和
期
の
初
演
作
品
に
は
、
五
段
続
で
あ
り
な
が
ら
四
段
目
ま
で
し
か
上
演
し
な
い
例

が
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
岸
本
直
子
氏
「
明
和
・
安
永
頃
の
浄
瑠
璃
上
演
形
態
の
特
色
に
つ

い
て５
」
が
早
く
指
摘
さ
れ
、
筆
者
も
拙
稿
「『
奥
州
秀
衡
・
跡
目
争
論
／
伽
羅
先
代
萩
』

の
初
演
興
行
に
つ
い
て６
」
に
お
い
て
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

五
段
続
が
初
演
興
行
時
、
四
段
目
ま
で
し
か
上
演
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
根
拠
は
、

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
刊
『
穴
意
探
』
の
作
中
、
近
松
門
左
衛
門
の
詞
、

近
年
は
五
段
続
を
端
に
し
て
四
段
で
仕
ま
い
、
サ
ア
本
が
出
ル
と
い
へ
ば
と
ち
り

廻
つ
て
去
状
と
取
違
へ
る
様
に
三
行
半
位
に
や
り
ば
な
す
。

で
あ
る
。
門
左
衛
門
の
詞
は
、

①
初
演
興
行
の
際
、
最
終
段
を
上
演
し
な
い

②
通
し
本
出
板
の
際
、
申
し
訳
程
度
に
最
終
段
を
加
え
る

と
解
釈
で
き
る
が
、『
穴
意
探
』
の
作
者
は
、
浄
瑠
璃
作
者
・
松
田
ば
く
と
近
松
東
南
で

あ
り
、
劇
界
内
部
の
貴
重
な
証
言
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

注（
6
）の
拙
稿
で
は
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）『
奥
州
安
達
原
』、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）

『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
と
並
べ
て
、『
本
朝
廿
四
孝
』
を
初
演
興
行
時
に
最
終
段
を
上
演
し

な
か
っ
た
作
品
と
推
定
し
た
が
、
絵
尽
「
廿
四
孝
」
板
は
ま
さ
し
く
四
段
目
大
詰
ま
で
で

終
結
し
て
い
る
。
絵
尽
「
廿
四
孝
」
板
を
根
拠
と
し
て
、「『
本
朝
廿
四
孝
』
を
初
演
興
行

時
に
最
終
段
を
上
演
し
な
か
っ
た
作
品
」、
少
な
く
と
も
絵
尽
作
成
時
に
五
段
目
の
構
想

も
本
文
も
無
か
っ
た
と
断
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
翻
っ
て
、「
本
」
板
に
五
段
目
ま
で
が

描
か
れ
る
理
由
は
、
浄
瑠
璃
本
が
刊
行
さ
れ
た
あ
と
の
作
成
だ
か
ら
、
と
考
え
る
。

　

筆
者
は
以
前
、
明
和
五
年
初
演
『
傾
城
阿
波
の
鳴
門
』
を
例
と
し
て
、

・
人
形
浄
瑠
璃
の
絵
尽
が
、
浄
瑠
璃
本
と
齟
齬
す
る
場
合
の
あ
る
こ
と
、

117



考
証
・
明
和
三
年
『
武
田
信
玄
・
長
尾
謙
信
／
本
朝
廿
四
孝
』
京
都
興
行

（5）

・
齟
齬
が
生
じ
る
理
由
は
、
絵
尽
が
予
定
稿
の
段
階
・
あ
ら
す
じ
を
反
映
す
る
た
め

で
、　

浄
瑠
璃
本
は
決
定
稿
を
記
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
も
の

と
推
定
し
た
こ
と
が
あ
る７
。

　

序
中
に
注
目
す
る
と
、「
廿
四
孝
」
板
の
場
合
、【
写
真
4
】
左
頁
を
屋
外
（
漠
然
と
し

た
外
出
先
）
と
し
て
描
く
だ
け
だ
が
、「
本
」
板
は
【
写
真
5
】
左
頁
・
塀
の
あ
た
り
に
「
み

や
こ
せ
い
ぐ
は
ん
じ
の
所
」
と
明
記
す
る
。
地
名
が
漠
然
と
す
る
こ
と
や
、
五
段
目
を
描

か
な
い
（
描
け
な
い
）
点
な
ど
は
、「
廿
四
孝
」
板
が
「
予
定
稿
の
段
階
・
あ
ら
す
じ
を
反
映
」

し
た
こ
と
の
証
拠
と
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

人
形
浄
瑠
璃
の
絵
尽
に
つ
い
て
理
解
す
る
、
あ
る
い
は
資
料
と
し
て
活
用
す
る
際
の
留

意
点
の
第
一
に
、
こ
れ
が
興
行
に
対
し
て
の
予
告
出
版
物
、
予
定
の
内
容
を
記
し
た
も
の

で
あ
る
点
を
本
稿
で
も
繰
り
返
し
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

【
写
真
3
】
絵
尽
「
廿
四
孝
」
板
の
包
紙

　

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
（
ロ18-23-17A

）

表　

絵
尽
に
お
け
る
『
本
朝
廿
四
孝
』
場
面
配
置

段

場
面
構
成

「
廿
四
孝
」
板

「
本
」
板

初
段

大
序

足
利
御
所

八
ウ

八
ウ

初
段

序
中

誓
願
寺

三
オ

三
オ

初
段

切　

前
半

狙
撃
以
前

三
ウ

三
ウ
上

初
段

切　

後
半

狙
撃
以
後

四
オ

三
ウ
下

二
段

口　

前
半

諏
訪
明
神

　

勝
頼
登
場
場
面

（
な
し
）

四
オ
上

二
段

口　

後
半
　

勘
助
登
場
場
面

四
ウ

四
オ
下

二
段

切

信
玄
館

五
オ

四
ウ

三
段

口

桔
梗
原

五
ウ

五
オ
上

三
段

中

景
勝
下
駄

（
な
し
）

五
オ
下

三
段

切

勘
助
住
家

　

筍
掘
以
前

（
な
し
）

五
ウ
六
オ
の
下

三
段

切

　

筍
掘
以
後

六
オ

五
ウ

四
段

道
行

六
ウ
下

六
オ
下

四
段

口

村
上
屋
敷

六
ウ
七
オ
の
上

六
オ
上
・
六
ウ

四
段

中

鉄
砲
渡
し

七
オ

六
ウ
左

四
段

切　

前
半

十
種
香

（
な
し
）

七
オ
上

四
段

切　

後
半

狐
火

七
ウ

七
オ
下

四
段

切　

大
詰

道
三
最
期

八
オ

七
ウ

五
段

（
な
し
）

八
オ
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で
は
絵
尽
を
予
告
出
版
物
で
あ
る
と
見
定
め
た
場
合
に
、
そ
の
資
料
的
価
値
は
減
ず
る

だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
資
料
と
し
て
ど
う
扱
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。

　

浄
瑠
璃
絵
尽
の
作
成
者
が
誰
で
あ
る
か
は
確
か
で
な
い
。
た
だ
し
歌
舞
伎
の
場
合
、
作

者
た
ち
が
草
稿
を
ま
と
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
人
形
浄
瑠
璃
の
場
合

も
お
そ
ら
く
は
作
者
（
ま
だ
地
位
の
高
く
な
い
、
修
行
中
の
作
者
た
ち
）
の
手
に
な
っ
た
も
の

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
推
定
に
基
づ
け
ば
、
浄
瑠
璃
本
完
成
以
前
の
、

あ
ら
す
じ
・
予
定
稿
段
階
の
作
品
構
想
を
理
解
す
る
手
段
と
し
て
、
絵
尽
は
有
効
な
資
料

で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

絵
尽
「
廿
四
孝
」
板
（『
本
朝
廿
四
孝
』
初
演
興
行
時
と
推
定
す
る
）
は
、
途
中
、
二
段
目
ノ

口
「
諏
訪
明
神
」
の
前
半
（
勝
頼
登
場
場
面
）、
三
段
目
ノ
中
「
景
勝
下
駄
」、
三
段
目
ノ
切

「
勘
助
住
家
」
の
前
半
（
唐
織
来
訪
場
面
）、
四
段
目
ノ
切
「
十
種
香
」
の
前
半
（
い
わ
ゆ
る
「
十

種
香
」
の
み
）
の
、
四
場
面
に
つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
一
方
の
「
本
」
板
は
、

す
べ
て
の
場
面
を
描
い
て
い
る
。

　

ま
た
⑼
頁
に
示
す
よ
う
に
、「
廿
四
孝
」
板
は
、「
序
切
」
を
見
開
き
一
面
（
左
右
二
頁
）

を
使
っ
て
描
く
の
に
対
し
、「
本
」
板
は
、
右
の
一
頁
に
集
約
し
て
い
る
。
上
階
「
廿
四
孝
」

板
の
左
頁
に
あ
る
「
序
切
」
の
後
半
、
中
央
の
「
た
を
や
め
御
ぜ
ん
」
に
対
し
て
、
武
田

信
玄
と
長
尾
謙
信
が
嫡
男
の
命
を
差
し
出
す
と
宣
言
し
て
、
将
軍
暗
殺
に
関
す
る
潔
白
を

表
明
す
る
場
面
│
│
二
段
目
の
勝
頼
、
三
段
目
の
景
勝
の
生
命
の
危
機
の
大
前
提
│
│

が
、
下
階
「
本
」
板
右
頁
は
こ
れ
を
省
略
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
二
板
の
異
同
を
み
る
に
、「
廿
四
孝
」
板
に
は
プ
ロ
ッ
ト
の
要
点
を
把
握
す
る

利
点
が
あ
り
、「
本
」
板
は
物
語
を
漫
然
と
要
約
し
た
印
象
が
残
る
。

　

絵
尽
は
多
く
の
場
合
、
初
演
興
行
時
に
作
成
さ
れ
る
一
板
が
残
る
。
そ
れ
ら
の
性
格
は
、

「
廿
四
孝
」
板
同
様
に
、
浄
瑠
璃
本
の
あ
ら
す
じ
・
予
定
稿
を
反
映
し
た
も
の
と
推
定
す

べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
推
定
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
結
論
と
し
て
は
、
人
形
浄
瑠
璃
の
初
演
興

行
を
想
定
す
る
、
あ
る
い
は
作
品
論
を
試
み
る
に
際
し
て
は
、
決
定
稿
で
あ
る
浄
瑠
璃
本

と
、
予
定
稿
の
反
映
で
あ
る
絵
尽
と
を
総
合
し
て
捉
え
る
こ
と
も
有
効
な
作
業
で
あ
ろ
う

こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ま
と
め

　

本
稿
で
は
、『
本
朝
廿
四
孝
』
浄
瑠
璃
本
の
「
包
紙
」
と
、「
絵
尽
」
に
そ
れ
ぞ
れ
二
種

あ
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
が
大
坂
で
の
初
演
興
行
、
京
都
で
の
再
演
興
行
時
の
刊
行

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

本
稿
で
指
摘
し
た
点
を
、『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』
に
補
う
と
す
れ
ば
、
次
の
よ
う

に
な
る
。

　

ま
ず
大
坂
初
演
興
行
に
つ
い
て
は
、
第
一
巻
三
七
一
頁
下
階
『
明
和
雑
記
』
引
用
項
の

次
に
、○

絵
尽
の
「
道
三
最
期
」
の
件
に
、「
此
所
場
中
一
め
ん
に
引
わ
け
せ
り
上
ご
て
ん

長
ら
う
か
古
今
の
大
し
ゆ
こ
う
」
と
あ
る
。

同
巻
三
七
二
頁
上
階
四
行
目
の
次
に
、

○
包
紙
（
吉
川
宗
兵
衛
板
）
の
太
夫
連
名
は
、
別
番
付
Ｂ
に
一
致
す
る
。

を
追
加
す
る
。

　

続
い
て
京
都
再
演
興
行
に
つ
い
て
は
、
三
七
二
頁
上
階
、
大
坂
初
演
興
行
の
次
の
位
置

に
、
次
の
十
行
を
追
加
す
る
。

三
月
頃
ヵ　

竹
本
座　

京
都
（
包
紙
）

　
武た

け

田た

信し
ん

玄げ
ん

長な
が

尾を

謙け
ん

信し
ん

本ほ
ん

朝て
う

廿
に
じ
う

四し

孝か
う

○
包
紙
（
大
坂
船
町
加
島
屋
清
助
板
）
に
、「
竹
本
義
太
夫　

竹
本
大
和
」
と
あ
る
。

○
春
太
夫
・
君
太
夫
・
絹
太
夫
・
八
尾
太
夫
・
久
太
夫
・
土
佐
太
夫
・
家
太
夫
・
筆

太
夫
・
袖
太
夫
・
元
太
夫
・
音
太
夫　

出
演
（
包
紙
の
太
夫
連
名
）。

○
明
和
三
年
二
月
刊
の
浄
瑠
璃
評
判
記
『
評
判
三
国
志
』
の
「
京
都
」
座
の
太
夫
と
、

十
一
人
全
員
が
一
致
す
る
。

○
同
年
十
月
大
坂
初
演
『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』
の
京
都
再
演
は
、
二
ヶ
月
後
の
十
二

月
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
従
い
、
当
該
再
演
興
行
を
三
月
頃
と
推
定
し
た
。

○
絵
尽
の
「
道
三
最
期
」
の
件
に
、「
此
所
古
今
大
道
具
大
で
き
〳
〵
」
と
あ
る
。

　

ほ
か
に
触
れ
る
べ
き
点
と
し
て
は
、
竹
本
春
太
夫
の
動
向
で
、
同
人
は
『
増
補
浄
瑠
璃

大
系
図
』
の
記
述
な
ど
か
ら
、
明
和
二
年
末
に
出
発
し
て
、
明
和
三
・
四
年
の
こ
ろ
は
江

戸
に
居
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
明
和
三
年
三
月
の
京
都
再
演
興
行
へ
の
出
演
と
の
整
合
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考
証
・
明
和
三
年
『
武
田
信
玄
・
長
尾
謙
信
／
本
朝
廿
四
孝
』
京
都
興
行

（7）

性
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
│
│
出
発
が
明
和
三
年
春
以
降
な
の
か
、
あ
る
い
は
頻
繁
に

行
き
来
し
た
の
か
│
│
は
、
更
な
る
資
料
の
新
出
を
俟
っ
て
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　

な
お
最
後
に
付
言
し
て
お
き
た
い
。
拙
稿
「『
本
朝
廿
四
孝
』
第
三
ノ
切
「
勘
助
住
家

の
段
」」
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
勘
助
住
家
」
の
現
行
本
文
は
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）

七
月
、
大
坂
い
な
り
境
内
で
の
、
文
楽
の
芝
居
ま
で
遡
る
。

　

二
〇
一
〇
年
十
二
月
国
立
小
劇
場
で
の
文
楽
公
演
で
は
『
本
朝
廿
四
孝
』
三
段
目
を
上

演
し
た
が
、
三
ノ
切
「
勘
助
住
家
」
の
現
行
本
文
を
弄
っ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
老
母

が
勘
助
に
切
腹
を
勧
め
る
件
と
、
勘
助
の
物
語
に
続
く
部
分
の
省
略
箇
所
に
つ
い
て
、
前

者
は
通
し
本
の
語
順
に
改
め
、
後
者
は
通
し
本
か
ら
補
う
、
と
い
う
手
を
入
れ
た
。

　

右
の
拙
稿
で
は
、
作
品
解
釈
的
に
は
問
題
が
あ
る
と
は
認
め
な
が
ら
、

し
か
し
こ
れ
は
、
文
楽
の
伝
統
的
本
文
で
あ
る
こ
と
も
、
間
違
い
な
い
。
人
形
浄
瑠

璃
文
楽
を
今
後
も
「
伝
統
演
劇
」
と
し
て
あ
ら
し
め
た
い
と
願
う
の
な
ら
ば
、
現
行

本
文
に
手
を
入
れ
る
│
│
音
楽
的
伝
承
を
伴
わ
な
い
、
原
作
の
本
文
を
継
ぎ
足
す

│
│
こ
と
は
、
厳
に
戒
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
指
摘
し
て
お
い
た
。
そ
の
、
継
ぎ
足
し
が
、
誰
の
責
任
に
よ
る
も
の
か
も
明
示
さ
れ
ぬ

ま
ま
実
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

国
立
劇
場
（
の
文
楽
制
作
を
預
か
る
ひ
と
び
と
）
に
は
む
し
ろ
、
原
作
の
物
語
展
開
を
無
視

／
破
壊
す
る
「
一
・
三
、
二
・
四
方
式
」
を
捨
て
、
原
作
通
り
の
順
序
で
、「
通
し
」
で

上
演
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
は
敢
え
て
三
段
目
だ
け
の
上
演
で
、

し
か
も
無
責
任
な
継
ぎ
足
し
│
│
二
箇
所
以
外
の
天
保
五
年
改
訂
本
文
は
残
存
│
│
に

は
、
ま
っ
た
く
賛
成
で
き
な
い
。
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
上
演
史
に
、
無
用
の
本
文
伝
承
を

流
し
込
ま
な
い
で
貰
い
た
い
。
太
夫
・
三
味
線
弾
き
に
も
、
こ
れ
を
断
る
見
識
を
持
っ
て

い
て
貰
い
た
か
っ
た
と
甚
だ
残
念
に
思
わ
れ
た
。

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
人
形
浄
瑠
璃

文
楽
の
近
世
期
上
演
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
と
活
用
・
公
開
に
関
す
る
基
礎
的
研

究
」（
研
究
課
題
番
号
：22320054

。
研
究
代
表
者
・
神
津
武
男
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

註（1
）　

拙
著
『
浄
瑠
璃
本
史
研
究
』（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
九
年
刊
）
の
、
第
四
部
「
作
品
研
究
」
第

二
章
参
照
。

（
2
）　

国
内
所
在
分
。
海
外
で
は
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ガ
ー
ス
ト
ル
先
生
と
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
図
書
館
に

七
行
本
、
台
湾
大
学
図
書
館
に
十
行
本
。
い
ず
れ
も
一
点
ず
つ
。

（
3
）　
『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』〈
索
引
篇
〉（
八
木
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
所
収
。

　
　
　

な
お
浄
瑠
璃
絵
尽
に
つ
い
て
は
、
演
劇
博
物
館
で
の
整
理
が
進
む
内
、
そ
の
後
に
出
現
し
た
資

料
も
多
い
。『
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵 

特
別
資
料
目
録
4
芝
居
番
付
近
世
篇
（
四
）』（
早

稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
一
九
九
四
年
）
所
収
、「
浄
瑠
璃
絵
尽
」
目
録
も
併
せ
て
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
　
　

ま
た
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
（
早
稲
田
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
演
劇
の
総
合
的
研
究
と
演
劇
学
の
確
立
」）
購
入
資
料
に
も
、
新
出
の
絵
尽
が
あ
る
が
、
未

紹
介
。

（
4
）　

註
（
1
）
前
掲
書
第
一
部
第
一
章
参
照
。

（
5
）　
『
文
学
史
研
究
』
第
十
六
号
、
大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
文
学
史
研
究
会
、
一
九
七

五
年
所
収
。

（
6
）　

註
（
1
）
前
掲
書
第
三
部
第
一
章
参
照
。

（
7
）　

拙
稿
「
翻
刻
・
お
ど
け
浄
瑠
璃
『
海
上
魚
の
鳴
戸　

寿
芸
歌
ノ
段
』
│
『
傾
城
阿
波
の
鳴
門
』

第
八
「
順
礼
歌
」
現
行
本
文
の
成
立
時
期
を
考
え
る
資
料
と
し
て
│
」（
松
茂
町
歴
史
民
俗
資
料

館
、『
歴
史
の
里
』
第
八
号
、
二
〇
〇
六
年
所
収
）
参
照
。

　
　
　

次
頁
以
下
の
絵
尽
の
、「
廿
四
孝
」
板
は
、
請
求
番
号ロ

18-00023-17A

。「
本
」
板
は
、
請

求
番
号ニ

24-00001

。
い
ず
れ
も
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
の
所
蔵
。
図
版
掲
載
の
許
可
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
を
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
3
号

（8）

（
大
序
）

【
写
真
4
】
絵
尽
・
板
心
「
廿
四
孝
」
板　

八
ウ
・
三
オ

（
序
中
）

（
大
序
）

【
写
真
5
】
絵
尽
・
板
心
「
本
」
板　

八
ウ
・
三
オ

（
序
中
）
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考
証
・
明
和
三
年
『
武
田
信
玄
・
長
尾
謙
信
／
本
朝
廿
四
孝
』
京
都
興
行

（9）

（
序
切
前
半
）

【
写
真
6
】
絵
尽
・
板
心
「
廿
四
孝
」
板　

三
ウ
・
四
オ

（
序
切
後
半
）

（
序
切
）

【
写
真
7
】
絵
尽
・
板
心
「
本
」
板　

三
ウ
・
四
オ

（
二
ノ
口
）
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
3
号

（10）

（
二
ノ
口
）

【
写
真
8
】
絵
尽
・
板
心
「
廿
四
孝
」
板　

四
ウ
・
五
オ

（
二
ノ
切
）

（
二
ノ
切
）

【
写
真
9
】
絵
尽
・
板
心
「
本
」
板　

四
ウ
・
五
オ

（
三
ノ
口
・
三
ノ
中
）
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考
証
・
明
和
三
年
『
武
田
信
玄
・
長
尾
謙
信
／
本
朝
廿
四
孝
』
京
都
興
行

（11）

（
三
ノ
口
）

【
写
真
10
】
絵
尽
・
板
心
「
廿
四
孝
」
板　

五
ウ
・
六
オ

（
三
ノ
切
）

（
三
ノ
切
）

【
写
真
11
】
絵
尽
・
板
心
「
本
」
板　

五
ウ
・
六
オ

（
四
ノ
口
・
道
行
）
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
3
号

（12）

（
四
ノ
口
・
道
行
）

【
写
真
12
】
絵
尽
・
板
心
「
廿
四
孝
」
板　

六
ウ
・
七
オ

（
四
ノ
口
・
四
ノ
中
）

（
四
ノ
口
）

【
写
真
13
】
絵
尽
・
板
心
「
本
」
板　

六
ウ
・
七
オ

（
四
ノ
中
・
四
ノ
切
）
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考
証
・
明
和
三
年
『
武
田
信
玄
・
長
尾
謙
信
／
本
朝
廿
四
孝
』
京
都
興
行

（13）

（
四
ノ
切
）

【
写
真
14
】
絵
尽
・
板
心
「
廿
四
孝
」
板　

七
ウ
・
八
オ

（
四
ノ
切
大
詰
）

（
四
ノ
切
大
詰
）

【
写
真
15
】
絵
尽
・
板
心
「
本
」
板　

七
ウ
・
八
オ

（
五
段
目
）
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